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・北里コーポレーション様 

・馬淵商事様 

・正福寺 渡辺観道様 

・北島クリーニング様 

・まるさ食品様 

・小野田考男様 

・野口伏美様 

・石田公彦様 

・清水剛様 

 

 

 

 

   

 

夏の暑さも徐々に和らいできたと思いきや、蒸し暑い

日がぶり返してきました。皆さま、体調はいかがでしょ

うか。 

 夏号の記事の中で花火大会や夏祭り、海や川遊び等、 

夏を満喫するような内容が書かれていますので、写真と 

併せてお読み頂けると子どもたちの様子がより分かると

思います。 

 また夏休みも終わり学校へ行く日々が訪れ、子ども達 

がいない部屋は当たり前ですが静かで、この状況で私は

夏の終わりを感じる事となり、子ども達の様子で季節の

変わり目を感じている今日この頃です。 

児童指導員 大高英也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの最善の利益のため、子どもたち一人

ひとりが尊重され、心身ともに健やかに育成さ

れ、将来健全な社会の一員として自立できるよ

う支援を行う 

 

 

 

 

 

 

読み聞かせボランティア   きらめき様 

木工ボランティア      菱田夫妻様 

学習ボランティア      紀藤信哉様  

散髪ボランティア      野口伏美様 

伊石裕司様 

※現在新型コロナウィルス感染状況拡大により、一部 

のボランティア活動を制限しております。流行状況に 

より活動の再開を検討していきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

   帰省期間実施予定日 

 

10月 6日～ 10月 9日  

  11月 17日～ 11月 19日               

12月 22日～ 1月 4日 

 

帰省については児童相談所の許可のもと、各御家庭

へ連絡しておりますので、宜しくお願い致します。 

尚、予定されている帰省期間は、新型コロナウィルス

の流行状況に応じて変更する可能性がありますので、

ご承知おきください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

風そよぐ ならの小川の 夕暮れは  

みそぎぞ夏の しるしなりける 

百人一首 98 番。風がそよそよと楢の葉に吹きそよぎ

ならの小川の夕暮れは秋のように感じ、六月祓のみそ

ぎだけが夏であることを教える証ということです。慌

ただしい毎日を過ごしていますが、自然を感じ情景を

思い浮かべる心の余裕を持ちたいと思います。 

夏になるとカブトムシやクワガタ、蝉が子どもたち

の前に現れます。虫を苦手とする子どもも多いですが、

虫は面白い。子どもたちは色々と調べては、その虫の

特徴を教えてくれます。そんな『虫博士』と話をする

ことは私にとって楽しいひと時となります。昭和の時

代に子どもだった私は昆虫採集セットで蝉とクワガタ

の標本を作った記憶があります。 

 

 

 

  伊東市の夏の一大イベント按針祭へ今年も参加しま

した。子どもたちは屋台を巡り、焼きそばやたこ焼き

を頬張りながら、射的などお祭りを堪能。夜にはメイ

ンイベントの打ち上げ花火へ。花火が打ちあがるとそ

の迫力に感動。終わった後には『儚い』とポツリと呟

く子どももおり、それぞれの感性で楽しむ事ができ、

素敵な夏の思い出となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設長 竹居昭子 

 虫の生態を調べ、いかに見栄えよく標本にするかと取

り組んだように思います。昆虫採集セットには注射器や

虫メガネ、液体が入っていました。実は今では危険な玩

具となっているとつい先日知りました。注射器やよくわ

からない液体は危険ということで、現在は全く見かける

ことはないようです。 

 職員にとって夏休みは、子どもの支援に追い回され大

変忙しい時期であります。新任職員も春から夏にかけて 

研修を受け子どもたちに向き合い、日々努力しています。 

『春植えざれば秋実らず』１つ１つの経験をこれからの 

資質向上に繋げて欲しいと見守っています。また川奈臨

海学園基本理念に則り、日々の支援で大変なこともあり

ますが、職員は心の余裕を持ち、力を合わせて笑顔で取

り組んで欲しいと思います。 

 

 

 

 また夏と言えば欠かせないのが海水浴。あおばから近い

事もあり赤沢海岸へ初挑戦。暑い日差しの中冷たい海に 

飛び込み、全員で大騒ぎ。スイカ割りでは、目隠しをしな

がら声を頼りにスイカを割ろうとしますが悪戦苦闘。 

『そこだ！』の一言で振り下ろした棒が見事スイカに命

中！割れたスイカをみんなで食べた事も夏の思い出の１

ページへと刻まれました。     保育士 小川祐輝 
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普段は伊東市内で買い物が当たり前でしたが、今日は

沼津まで足を伸ばし買い物外出へ行きました。 

 まずは甘いものを補給する為、スターバックスで飲み

物を購入。前日から何を飲むか下調べをしていましたが

全員緊張した様子で注文をしていました。 

 車内で購入した飲み物を飲みながら、お宝中古市場に

到着。お目当ての物を探す為、各自が時間をかけお財布

と相談しながら購入する姿があり今流行りの 1000 円ガ

チャガチャ等で盛り上がる子どもも中にはいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夏休みの終わりに最後の思い出作りの為、奥野ダムへ 

川遊びに出かけました。水着に着替え右手には水鉄砲を 

構えるスタイルでいざ川へ！ 

 天候は写真から伝わるように、快晴で非常に蒸し暑く 

涼しさを求めて川に入った子どもたちでしたが、あまり 

の冷たさにビックリ！最初は遠慮がちでしたが、水鉄砲

で水を掛け合っているうちに徐々に冷たさにも慣れ、涼

みながら楽しく遊ぶことが出来ました。 

  また川の中を観察していると、魚が元気よく泳いでい

る姿も見る事が出来ました。中学生が多いユニットなの

で満足してくれるか不安もありましたが、充実した川遊

びとなりまた来年も計画できればと思います。 

              児童指導員 上村紗矢 

               

  

 

 

 夕食は寄付で頂いたクーポンを利用させていただき

『さわやか』へ行きました。待ち時間がありましたが、

皆でしりとりをしているとあっという間に順番になり、

皆笑顔で美味しい夕食を食べる事が出来ました。 

沢山買い物をして、美味しいご飯を食べ子どもたちは

羽を伸ばすことが出来たと感じました。今回の外出がひ

と夏の良い思い出になっていればと思います。 

             保育士 藤井美穂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学生ユニットでは夏休みの締めくくりに伊東市 

にある青少年キャンプ場にてキャンプを行う事にし

ました。子ども達にとっては初めてのキャンプで、

前日からワクワクとドキドキが止まりません。 

 当日は買い出しから始まり、いざキャンプ場へ。 

テントが設営されると、中に飛び込み初テントに 

興味津々。暫く中で遊んだ後には大自然の中で野球

や鬼ごっこ、ドッジボールで身体を動かし気持ちの

いい汗をかきました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   うだるような暑さが続いた夏休み。子ども達は部

活で汗をかいたり、海で元気よく泳いだりと夏を満

喫しつつ、今日はわかなの児童５名全員で沼津へ出

かけました。 

  まずは静岡県で人気の『さわやか』へお昼を食べに

出発しました。さわやかで食事をすることが初めての

子どもが多く、前日から何を食べようかと話している

姿がありワクワクしていました。注文したハンバーグ

を口いっぱいに頬張り「めっちゃうまい！」と笑顔が

溢れていました。 

  次に『ららぽーと沼津』に向かいました。そこでは

プリクラを撮ったり、洋服や推しのグッズを購入した

りと買い物をとても楽しんでいました。 

 

 

 

 

 

 そして待ちに待った BBQ。普段苦手であまり食べな 

い野菜も美味しく口に運びお腹がいっぱいになりまし

た。BBQ 後には花火を行い、間近で見る鮮やかな花火

に目をキラキラとさせ感動していました。 

 その後は急な大雨。慣れないテントと雨の音で中々 

寝付けない子ども達でしたが、疲れもあったのか次第に 

眠ることが出来ました。色々とあったキャンプで最後は

天候に恵まれませんでしたが、子ども達は『楽しかっ

た！』と話していました。  児童指導員 長橋洸太 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

帰りの車中では「良い買い物ができて満足！」と

それぞれ楽しめた様子です。思い出に残る楽しいひ

と時を過ごせたのではないでしょうか。 

             保育士 梅原優也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


